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題字・清水英夫

２
０
１
９
年
７
月
30
日
、
７
月
理
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
編
集
委
員
会　

鈴
木
副
委
員
長

・
７
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

・
10
月
号
特
集
は
「
テ
レ
ビ
と
文
学
」。

情
報
と
し
て
の
文
学
、
ド
ラ
マ
と
し
て

の
文
学
と
い
う
両
側
面
か
ら
取
り
上
げ

る
。
ま
た
、
単
発
企
画
と
し
て
参
院
選

報
道
を
分
析
す
る
。

・
11
月
号
は
「
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
特
集

を
予
定
し
て
い
る
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉  

出
田
委
員
長

・
６
月
26
日
に
月
評
会
を
開
催
し
た
。

月
間
賞
に
は
、
よ
る
ド
ラ
「
腐
女
子
、

う
っ
か
り
ゲ
イ
に
告
る
。」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、

Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
'19
「
裁
判
員
裁

判
10
年
～
死
刑
判
決
は
な
ぜ
覆
る
の
か

～
」（
読
売
テ
レ
ビ
放
送
）、
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特

集
「
バ
リ
バ
イ
一
家
の
願
い
～
“
ク
ル

ド
難
民
”
家
族
の
12
年
～
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、

火
曜
ド
ラ
マ
「
わ
た
し
、
定
時
で
帰
り

ま
す
。」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）の
４
本
を
選
ん
だ
。

・
前
回
理
事
会
で
「
入
賞
作
品
の
映
像

を
一
部
Ｈ
Ｐ
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
提
案
し
た
件
に
つ
い
て
、

第
57
回
上
期
の
応
募
要
項
に
、
入
賞
の

際
に
は
Ｈ
Ｐ
に
動
画
を
掲
載
す
る
旨
を

明
記
し
、
入
賞
決
定
後
、
別
途
正
式
に

許
諾
の
連
絡
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉  

五
井
委
員
長

・
７
月
23
日
に
定
例
会
を
開
催
し
「
な

り
き
り
ラ
ジ
オ
」
を
テ
ー
マ
に
、「
貴

族
の
時
間
」（
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
）、「
響
鳴

乱
舞
！
仙
台 
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
―

Ｍ
Ｏ
Ｎ
」（
エ

フ
エ
ム
仙
台
）を
聴
取
し
議
論
し
た
。

・
７
月
７
日
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
室
に

て
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
入
賞
作
品
を
聴

い
て
、
制
作
者
と
語
り
合
う
会　
ｖ
ｏ

ｌ
・
26
」
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
一

般
42
名
、
学
生
18
名
。
若
干
の
赤
字
に

は
な
っ
た
が
盛
況
で
あ
っ
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉  

服
部
委
員
長

・
７
月
24
日
に
定
例
会
を
開
催
し
、
36

本
の
Ｃ
Ｍ
を
視
聴
し
た
。
映
画
『
天
気

の
子
』
７
社
コ
ラ
ボ
Ｃ
Ｍ
が
注
目
を
浴

び
た
ほ
か
、
東
京
ガ
ス
「
電
気
代
に
う

る
星
や
つ
ら　

登
場
篇
」、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
「
定
額
な
る
一
族
シ
リ
ー
ズ
」、
資

生
堂　

エ
リ
ク
シ
ー
ル
ル
フ
レ
「
つ
や

玉
と
Ｋ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ａ
篇
」
な
ど
の
Ｃ
Ｍ
が

好
評
だ
っ
た
。

〈
報
道
活
動
部
門
〉  

事
務
局

・
報
告
は
特
に
な
し
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

桜
井
委
員
長

・
７
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

次
回
セ
ミ
ナ
ー
は
９
月
開
催
予
定
だ
っ

た
が
、
講
演
者
を
再
検
討
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
10
月
開
催
予
定
に
延
期

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
広
報
委
員
会　

滝
野
委
員
長

・
７
月
１
日
に
委
員
会
を
開
催
。
同
日

に
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
。

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
目
玉
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
４
日
に
個
人
賞
の
独

占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
掲
載
。
そ
の

後
順
次
各
部
門
委
員
長
講
評
、
大
賞
受

放
懇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

︱
７
月
理
事
会
報
告
︱
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賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
公
開
し
た
。

・
Ｈ
Ｐ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

当
初
は
３
０
０
～
４
０
０
人
／
１
日
だ
っ

た
が
、
最
近
は
２
０
０
人
／
１
日
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
ア
ク
セ
ス
数
増
加
を
促
す

た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
検
討
し
た
い
。
ペ

ー
ジ
ビ
ュ
ー
は
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
」、

と
く
に
「
月
間
賞
」
に
ア
ク
セ
ス
数
が
集

中
し
て
い
る
。
端
末
別
で
は
モ
バ
イ
ル
55

％
、
Ｐ
Ｃ
40
％
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
５
％
と
モ

バ
イ
ル
が
半
数
を
占
め
て
お
り
、
ス
マ
ホ

対
応
し
た
こ
と
に
効
果
を
感
じ
て
い
る
。

２
．
そ
の
他

①
正
会
員
入
会
・
退
会
の
件

入
会　

並
木
浩
一
さ
ん

退
会　

内
藤
圭
介
さ
ん

②
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
件

現
在
の
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
管
理
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

９
月
閉
鎖
に
伴
い
、
現
Ｈ
Ｐ
制
作
会
社
に

業
務
を
移
管
す
る
こ
と
と
し
た
。
新
シ
ス

テ
ム
構
築
の
費
用
を
承
認
し
た
。

③
60
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
件

・
常
務
理
事
会
で
検
討
を
開
始
す
る
。

・
上
滝
理
事
よ
り
「
新
し
い
時
代
の
放
送

批
評
の
組
織
論
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
」と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

④
事
務
局
員
の
件

試
用
期
間
を
経
て
社
員
を
１
名
採
用
予
定
。

⑤
そ
の
他

・
第
15
回
通
常
総
会
議
事
録
が
完
成
。
７

月
30
日
に
維
持
会
員
社
長
、
窓
口
に
送
付

し
、
Ｈ
Ｐ
に
も
ア
ッ
プ
し
た
。
正
会
員
に

は「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」９
月
号
に
同
梱
す
る
。

今
後
の
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
月
26
日（
木
）、
10
月
31
日（
木
）

【
出
席
】

音
好
宏
、
橋
本
隆
、
藤
田
真
文
、
水
島
宏
明
、

稗
田
政
憲
、
出
田
幸
彦
、
五
井
千
鶴
子
、

服
部
千
恵
子
、
桜
井
聖
子
、
滝
野
俊
一
、

岩
根
彰
子
、
茅
原
良
平
、
上
滝
徹
也
、
鈴

木
健
司
、
鈴
木
嘉
一
、
桧
山
珠
美
、
中
島

好
登会

議
記
録

［
7
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
日�

広
報
委
員
会

18
日�
企
画
事
業
委
員
会

22
日�

出
版
編
集
委
員
会

23
日�

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

24
日�

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

29
日�

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会

30
日�

理
事
会
・
総
会

テ
レ
ビ
を
「
研
究
」
し
た
い

�

松
山
秀
明

　

関
西
大
学
社
会
学
部
で
テ
レ
ビ
文
化
論

を
教
え
て
い
ま
す
。
今
年
で
着
任
３
年
目

に
な
り
ま
す
。

　

大
学
で
は
工
学
部
建
築
学
科
に
入
学
し

ま
し
た
が
、
映
画
を
研
究
し
よ
う
と
メ
デ

ィ
ア
論
を
学
べ
る
大
学
院
に
進
学
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
本
会
の
常
務
理
事
で
あ
る
丹

羽
美
之
先
生
（
東
京
大
学
）
に
師
事
し
、

「
テ
レ
ビ
」
を
研
究
す
る
こ
と
の
面
白
さ

を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
が
研

究
の
対
象
に
な
る
な
ど
、
思
い
も
よ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
以
来
、
も
っ
と
テ
レ
ビ
を

研
究
し
た
い
と
、「
テ
レ
ビ
と
東
京
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
博
士
論
文
を
執
筆
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
大
学
で
教
え
る
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

は
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
社
会
学
」。
テ
レ

ビ
離
れ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
テ
レ
ビ
に
関
心
が
あ
る
学
生
は
多
く
、

日
々
彼
ら
と
議
論
を
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ

文
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
設
立
時
か
ら
続
く
「
放
送
を
学

問
し
、
批
評
す
る
」
と
い
う
流
れ
。
そ
の

末
端
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
入

会
い
た
し
ま
し
た
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介


